
目的
ベニズワイは深海性の甲殻類で境港の主要水揚物
の一つである. 本種の主漁場である大和堆西方及び
隠岐諸島北方海域は, ����年の日韓漁業協定発効と
同時に日韓暫定水域となっている�
当該海域は日韓両国での操業ルールが未だ確立さ
れていないため, 過剰な漁獲圧がかかり, 資源の悪
化が懸念されている.
一方で, 境港を陸揚港とする大臣許可船 (北朝鮮
水域操業船を除く) 及び香住を陸揚げ港とする兵庫
県船は, 平成��年漁期より資源回復計画を実施して
おり, 漁獲努力量の��％削減とて６月禁漁などの実
施を行い資源回復に努めている.
本調査ではベニズワイの適正な資源管理方策の策
定に向けた基礎資料を収集することを目的とした.

方法
① 漁獲情報の収集
境漁港における本種の水揚げ伝票を整理し, 漁獲
量及び金額を集計した.

② 市場調査
境漁港において我が国���及び日韓暫定水域操業

船から漁期中 (９月から翌年５月 (６月は資源回復
計画実施により休漁)) 月一回, 北朝鮮水域操業船
からは５月にそれぞれ１隻について各銘柄の甲幅,
体重, 鋏幅, 生殖腺重量を測定し, 銘柄別甲幅組成
を求めた. これに当該船の各銘柄別の水揚量を掛け,
１航海分の水揚げの銘柄別甲幅組成を求めた.

③ 篭網調査
前年に引き続き, ベニズワイの主漁場である北大
和堆と山陰沖合の２水域において操業している業者
船４隻に委託し, 漁期中月１回, 試験場作成の試験
篭網 (目合��節) ３個を通常操業で使用してもらい,
篭網に入ったカニ全てについて, 試験場に持ち帰り
雌雄別に甲幅, 体重, 鋏幅, 生殖腺重量などを測定
した. なお, 山陰沖合の調査を委託した業者船は,
１月～５月と９月～��月とで異なっている�

結果
①����年から����年までの漁獲量及び航海数 (延べ
隻数) の推移を表１及び図１に示した. 本種の漁獲
量は����年, ����年には������トンを超える漁獲が
あったものの, その後減少傾向となり, ����年以降
は������トン前後で推移した. ����年に再び減少傾
向に転じ, ����年には������トンを下回り, 以降,�����トン台の低位横ばい傾向で推移している. ����
年, ����年と������トン台にもどっている�����は����年に����トン／航海まで落ち込んだ
が, ����年以降は��トン／航海台に回復し, ����年
は����トン／航海であり, ����年以降増加している.
これは, 暫定水域内を占拠していた韓国漁船が減船
等により撤退したことにより, 暫定水域内での操業
が増えたためとの聞き取り情報もある.
また, 図２の銘柄別漁獲割合は, 漁獲の多かった����年代後半は小銘柄は全体の約４割であったもの
が, 漁獲量の減少とともにその割合は増加し, ����
年代は約６割, ����年から����年は約８割, ����年
以降では約７割となっており, 依然として小銘柄主
体の漁獲となっている.

②市場調査から求めた月別銘柄別甲幅組成を図３に
示した�年間を通じて甲幅��㎜前後にモード見られ,
３月以降からは漁業関係者による自主的な検査が実
施されるようになり甲幅��㎜以下のカニの漁獲が見
られ無くなった�
③篭網調査の位置及び海域を表２及び図４に示した�
前年に引き続き, 北大和堆 (暫定水域内側), 北大
和堆 (暫定水域外側), 山陰沖合の３海域を想定し,
操業船４隻を用いて調査を行った�北大和堆操業の
２隻については, 昨年より漁場が西に移動したため
暫定水域内外の比較が出来なくなり, 北大和堆とし
て取り扱うこととした�
試験操業結果を表３－１～３に示した. 雄は, 山
陰沖合の漁場では北大和堆より未成体の漁獲割合が
多いことが見られた�雌は, 両海域で周年あかこが
漁獲されているが, 特に暫定水域内の漁場において
あかこの漁獲が多い傾向がある�
次に, 水域別の月別雌雄別銘柄別甲幅組成を図４－
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１～３に示した.

【北大和堆①】図４－１
雄は甲幅��㎜及び��㎜前後にモード見られ, ２月
～５月, ９月, ��月と成体の割合が多い�また, 成
体は甲幅��㎜程度から見られた. 雌は甲幅��㎜前後
のあかこが主体であり, くろこは１月, ３月, ��月,��月に見られ, 無抱卵は３月に多く見られた�
【北大和堆②】図４－２
雄は甲幅��㎜及び��㎜前後にモード見られ, ４月
に成体の割合が高かった�雌は甲幅��㎜前後のあか
こが主体であり, １月, ３月, ��月には甲幅��㎜以
下の未成体が見られた.

【山陰沖合】図４－３
雄は２月, ３月を除き甲幅��㎜前後にモードが見
られ未成体が主体である�成体は甲幅��㎜から見ら
れた. また, ３月～５月にかけて大型の個体が出現
している�雌は甲幅��㎜前後と��㎜前後にモードが
見られ, 甲幅��㎜以下では未成体が多く見られる�
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表１ ベニズワイの漁獲量の年推移

図１ ベニズワイの漁獲量及び航海数の推移

図２ 銘柄別漁獲割合の年推移

表２ 篭網調査位置



－��－図３ 月別銘柄別甲幅組成
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図４ 調査海域

表3-1 試験操業結果(北大和堆①)

表３－２ 試験操業結果(北大和堆②)

表３－３試験操業結果(山陰沖合)



－��－図４－１ 月別雌雄別銘柄別甲幅組成(北大和堆①)



－��－図４－２ 月別雌雄別銘柄別甲幅組成(北大和堆②)



－��－図４－３ 月別雌雄別銘柄別甲幅組成(山陰沖合)




